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	A.　研究目的
	Stevens-Johnson症候群（SJS）と中毒性表皮壊死融解症（TEN）は救命しても高度の視力障害とドライアイが後遺症となり、社会復帰が困難となる。輪部支持型コンタクトレンズ（CL）はSJS/TEN眼後遺症の視力改善と症状軽減を目的に独自にデザインされたもので、2016年に薬事承認を得た医療機器である。製造販売後の成績を検証、考察した。
	B.　研究方法
	GPSP(Good Post-marketing Study Practice)に基づき京都府立医科大学の治験審査委員会の承認のもとに実施した。
	C.　研究結果
	D．考察
	輪部支持型CLは製造販売後の多数例においても医師主導治験と同様に、眼後遺症の視力改善、自覚症状の軽減に有用であった。
	E． 結論
	輪部支持型CLはSJS/TENによる眼後遺症の視力改善、自覚症状の軽減に有用である。今後、角膜上皮欠損の発生に留意した普及が望ましい。

